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第1章 はじめに 

1-1 背景 

蒲郡市には、学校や公民館、文化施設など、様々な公共施設が整備されています。
しかし、近年、建物自体の老朽化、市民のニーズの多様化、少子高齢化の進展などに
より、各施設を取り巻く環境は日々変化しつつあります。 

本市が保有する施設はモーターボート競走会計からの繰入金が潤沢だった昭和 50
年代までに整備されたものが多く、近い将来、一定期間に大規模改修や建替えが集中
することが想定され、既存の施設を現状のまま維持するには多額の費用が必要になる
ことが見込まれます。 

また、人口減少、少子高齢化による世代構成の変化の中で、社会が公共施設に求め
るニーズが大きく変化し、高度経済成長期の整備時に想定した設置目的が、現在のニ
ーズに即していない可能性があります。このような状況の中で、財政状況や社会情勢
の変化を考慮し、将来の公共施設のあるべき姿を検討する必要があります。 
さらに近年、南海トラフ地震の発生が高い確率で予想されていることや、豪雨災害

が激甚化する傾向にあることから、防災対策の観点からも検討を行う必要があります。 
 

1-2 本白書作成の目的 

公共施設白書は、本市が所有している公共施設について、現状と課題をありのまま
に示すものです。 

本白書は、上記の背景に基づき、将来の公共施設のあるべき姿を検討するための基
礎資料とするために、平成 26（2014）年度にはじめて策定をした蒲郡市公共施設白書
（以下「前白書」と表記します。）の内容を改訂したものです。 

前白書を策定して以降、公共施設の状況も変化していることから、本白書では改め
て直近のデータを整理しています。 
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【本白書をご覧いただくにあたっての注意点】 
・公共施設の現状については、令和元（2019）年度末時点の値を用いています。た

だし、全国や他の自治体との比較の際に用いている公共施設面積等は、比較が可
能な年度である平成 30（2018）年度末時点の値を用いています。 

・本白書に掲載している数値は、表示単位未満を四捨五入して掲載しています。そ
のため表示数値の合計は合計値と一致しない場合があります。 

・体育施設や公園において、複数の施設を一括した形で指定管理を行っている場
合は、施設ごとの経費を費用に応じて按分して掲載しています。 

  


